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切迫早産にどう対応するか
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mＴ 
☆
概
念

周
産
期
死
亡
の
原
因
の
中
で
、
大
き
な
役
割
を
占
め
る
の
は
早
期

産
未
熟
児
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
周
産
期
治
療
の
発
達
し
た
現
在
に

お
い
て
も
、
早
期
産
の
予
防
と
治
療
は
妊
婦
管
理
上
で
の
最
大
な
目

標
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
。

☆
定
義

正
期
産
は
妊
婦
三
七
週
か
ら
四
二
週
未
満
で
あ
る
。
早
期
産
と
は

妊
娠
一
一
四
週
か
ら
三
六
週
の
分
娩
を
い
い
、
早
期
産
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
る
状
態
に
あ
り
、
そ
の
進
行
を
止
め
る
可
能
性
も
十
分
に
あ

る
も
の
を
切
迫
早
産
と
呼
ぶ
。
最
近
周
産
期
医
療
の
進
歩
に
よ
り
、

妊
娠
二
四
週
未
満
で
も
成
育
す
る
症
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

切
迫
早
産
に
ど
う
対
応
す
る
か

鍔

き
た
た
め
、
優
生
保
護
法
の
人
工
妊
娠
中
絶
を
実
施
で
き
る
時
期
が
、

従
来
の
一
一
四
週
未
満
か
ら
二
一
一
週
未
満
に
変
更
さ
れ
た
。
し
た
が
っ

て
取
り
扱
う
対
象
は
一
三
週
以
降
に
拡
大
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
症
例
も

切
迫
早
産
に
準
ず
る
管
理
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

☆
頚
度

早
期
産
は
全
出
産
の
五
％
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
切
迫
早
産
の
頻

度
は
治
療
に
よ
る
妊
娠
三
七
週
達
成
例
も
含
ま
れ
る
た
め
、
正
確
に

頻
度
は
不
明
で
あ
る
。
切
迫
早
産
の
治
療
の
奏
効
率
五
○
％
を
根
拠

に
す
る
と
、
全
出
産
の
一
○
％
前
後
と
考
え
ら
れ
る
。

早
産
の
疫
学
調
査
に
関
し
て
は
古
く
か
ら
多
く
の
報
告
が
あ
り

（
表
二
、
ま
た
早
産
発
症
の
予
測
の
た
め
の
ス
コ
ア
リ
ン
グ
の
試

み
も
な
さ
れ
優
れ
た
成
績
も
得
ら
れ
て
い
る
。
｜
方
我
が
国
で
は
竹

石
川
睦
男

佐
々
木
公
則
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早産に関係あると考えられる因子表 村
ら
の
報
告
（
表
二
）
が
あ
り
、
ま
た
一
九
八
五
年
の
厚
生
省
周
産

期
母
児
管
理
班
の
早
産
予
防
に
関
す
る
研
究
に
よ
る
と
、
前
期
破
水

が
四
五
％
、
常
位
胎
盤
早
期
剥
離
、
頚
管
無
力
症
が
お
の
お
の
一
四

％
、
妊
娠
中
毒
症
一
○
％
、
多
胎
に
よ
る
も
の
が
九
％
、
前
置
胎
盤

が
八
％
な
ど
の
頻
度
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
一
般
に
切
迫
早
産
の

兇
は
原
因
不
明
の
特
発
生
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
事
実
が
本

症
例
の
予
測
、
管
理
を
難
し
く
し
て
い
る
と
言
え
る
。

流産（２回以上）既往歴 早産，死産

低階級層，若年妊娠(１８歳前）

高齢妊娠(35歳以上）

経産回数（４回以上）

未婚妊娠，タバコ

背景因子

妊娠合併症 生器出血 多胎妊娠

前置胎盤，中毒症

尿路感染症，膣感染症

(Johnsonら 1980） 

☆
病
態

最
近
、
前
期
破
水
や
特

発
生
の
切
迫
流
産
に
、
絨

毛
羊
膜
炎
が
関
与
し
て
い

る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。

従
来
、
前
期
破
水
後
に
上

行
感
染
が
発
生
し
、
絨
毛

羊
膜
炎
が
起
き
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
最

近
は
絨
毛
羊
膜
炎
が
先
行

し
、
そ
の
た
め
羊
膜
の
ア

ラ
キ
ド
ン
酸
カ
ス
ケ
イ
ド

が
刺
激
さ
れ
、
プ
ロ
ス
タ

グ
ラ
ン
デ
ィ
ン
が
産
生
さ

れ
て
子
宮
収
縮
を
誘
発
、

さ
ら
に
羊
膜
が
脆
弱
化

し
破
水
す
る
と
い
う
考

え
方
が
有
力
で
あ
る
剛

（
図
一
）
。
し
か
し
実
際
た

に
は
図
の
よ
う
な
機
序
加

に
加
え
て
、
子
宮
収
縮
、
思

感
染
、
出
血
及
び
破
水
此

川に堵鄙瓶卿駄棚雌蛎
こ
す
こ
と
が
あ
り
、
こ
職

れ
が
本
症
の
病
態
を
複
早

雑
に
し
て
い
る
と
い
え
２

る
。

表

☆
臨
床
症
状
お

一
一

よ
び
所
見

切
迫
早
産
の
重
要
な
症
状
お
よ
び
所
見
は
子
宮
頚
部
の
熟
化
、
卵

膜
の
変
性
、
子
宮
筋
の
活
性
で
あ
る
。
ま
た
自
覚
症
状
と
し
て
多
い

の
は
、
子
宮
収
縮
、
性
器
出
血
、
破
水
感
、
感
染
兆
候
で
あ
る
。
子

宮
収
縮
は
下
腹
部
緊
張
感
、
陣
痛
様
下
腹
部
痛
、
陣
痛
と
、
そ
の
強

さ
や
妊
婦
自
身
の
感
受
性
に
よ
っ
て
異
な
る
。
性
器
出
血
は
す
べ
て

の
症
例
に
伴
う
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
程
度
は
帯
下
に
線
状
出
血

が
混
じ
る
程
度
の
も
の
か
ら
、
持
続
的
に
継
続
す
る
も
の
ま
で
あ
る
。

因子 数 ％ 
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(厚生省心障班全国調査631例，竹村ら，1982）
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cｍ○続に体化収ざ夕険の分る破
あ分すお的に縮切☆れ｜を肺泌と水

量觜享宅屋二享豊診重杲悸炎葎蟇湯
は、宮、妊て宮産１る敗つに迫
展頚収三娠な頚の断シた血た苦早
退管縮○三ざ部診ヨめ症場慮産
五開が秒七れ所断ン、な合すの

％が期上未゜の子考娠の、こ程
以二一持満具変宮盧の危重と度

針一篇1M；
釘」函R麹蕊
上行感染と早産・破水の発生機序児汁れ

収
縮
と
子
宮
頚
部
所
見
の
変

化
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
具

体
的
に
は
妊
娠
三
七
週
未
満

に
お
い
て
、
三
○
秒
以
上
持

続
す
る
子
宮
収
縮
が
周
期
一

○
分
以
内
、
頚
管
開
大
が
二

ｍ
あ
る
い
は
展
退
五
○
％
以

上
が
診
断
あ
る
い
は
治
療
開

始
の
基
準
と
な
る
。
切
迫
早

産
の
治
療
開
始
に
当
た
っ
て
、

そ
の
開
始
時
点
の
重
症
度
判

定
お
よ
び
予
後
の
推
測
に

庁
。
Ｏ
・
｝
『
の
〕
巴
己
の
〆
（
表
一
一
一
）

プロスタゲランジン

エンドトキシン

インターロイキン１

腫瘍壊死因子(TNF）

血小板活性化因子(PAF）
Ｆ 

愈
コラゲナーゼ

エラスターゼ

ライソレシチン

スーパーオキサイド

羊膜の脆弱化

図１

が
汎
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
子
宮
収
縮
の
規
則
性
、
破
水
の

有
無
、
出
血
の
有
無
、
頚
管
の
開
大
度
を
点
数
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
重
症
度
判
定
に
お
い
て
頚
管
の
開

大
度
は
大
き
な
比
重
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
本
症
の
診
断
に

お
け
る
内
診
の
重
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
最
近
は

本
症
に
お
け
る
。
Ｃ
Ｏ
己
（
な
絨
毛
羊
膜
炎
の
存
在
が
注
目
さ
れ
て
お

表３Tocolysisindex(Baumgarten,1974）

薊
２ ３４ １ 

不規則 規則的

高位

かなり

２cｍ 

低位

少量

１cｍ 3cｍ ４cｍ 

(注：≧５：早産率＝１００％）

り
、
こ
れ
の
早
期
発
見
、
早
期
診

断
が
重
要
で
あ
る
。

☆
検
査

前
述
し
た
絨
毛
羊
膜
炎
が
先
行

し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た

め
、
炎
症
関
連
検
査
は
必
須
で
あ

る
。
た
だ
こ
れ
ら
の
検
査
結
果
は

実
際
の
病
状
と
連
動
し
な
い
こ
と

も
あ
る
こ
と
、
ざ
ら
に
は
こ
れ
ら

の
検
査
で
は
異
常
値
を
示
さ
な
い

症
例
も
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お

り
、
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
ま
た
本
症
に
お
い
て
は
、
破

水
の
有
無
を
問
わ
ず
、
子
宮
頚
管

内
の
細
菌
検
査
の
た
め
に
、
子
宮

頚
管
内
ス
ワ
ブ
を
行
な
う
。
必
要
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に
応
じ
て
羊
水
穿
刺
を
行
な
い
、
羊
水
中
に
病
原
菌
を
検
出
し
た
際

に
は
、
羊
膜
炎
ま
た
は
子
宮
内
感
染
を
考
慮
す
る
。
さ
ら
に
本
症
管

理
の
究
極
の
目
標
が
タ
ー
ミ
ネ
１
シ
ョ
ン
の
適
切
な
時
期
と
方
法
の

選
択
に
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
胎
児
胎
盤
機
能
検
査
、
胎
児
計
測
、

胎
児
成
熟
度
判
定
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

☆
管
理
、
治
療

切
迫
早
産
の
治
療
方
針
の
基
本
は
子
宮
収
縮
、
感
染
、
出
血
お
よ

び
破
水
の
三
者
間
の
悪
循
環
を
断
ち
切
る
こ
と
で
あ
る
。
実
際
に
は

安
静
、
子
宮
収
縮
抑
制
（
Ｓ
Ｓ
一
目
の
｛
の
）
、
胎
児
機
能
の
正
確
な
把
握
、

感
染
の
予
防
と
治
療
が
そ
の
中
心
と
な
る
。
し
か
し
症
例
に
よ
っ
て

は
い
た
ず
ら
に
妊
娠
を
継
続
す
る
こ
と
が
か
え
っ
て
母
児
に
と
っ
て

好
ま
し
く
な
い
場
合
も
あ
り
、
｜
定
の
臨
床
的
条
件
を
満
た
し
た
も

の
が
治
療
対
象
と
な
る
（
表
四
）
。

切
迫
早
産
の
治
療
効
果
の
判
定
は
妊
娠
三
六
週
達
成
を
成
功
と
す

る
が
、
そ
の
他
国
目
の
の
庁
『
具
】
・
や
ロ
・
｝
・
后
四
は
。
ご
】
＆
①
〆
も
使
用
す

る
。入
院
安
静
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
二
○
週
以
降
二
八
週
ま
で
の
妊
娠

検
査
時
に
、
内
子
宮
口
が
一
指
以
上
開
大
し
て
い
る
例
が
対
象
と
な

る
。
ま
た
子
宮
収
縮
が
一
五
分
周
期
以
内
の
規
則
的
な
例
も
入
院
安

静
と
す
る
。
さ
ら
に
多
胎
妊
娠
の
二
六
週
か
ら
三
一
一
週
の
間
は
、
切

迫
早
産
の
徴
候
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
入
院
安
静
と
す
る
考
え
方
が

あ
る
。
こ
の
多
胎
妊
娠
の
ベ
ッ
ト
レ
ス
ト
の
有
効
性
に
関
す
る
前
方

観
察
的
、
か
つ
標
準
的
な
臨
床
検
討
は
今
ま
で
の
と
こ
ろ
な
さ
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
後
方
観
察
的
な
検
討
の
大
部
分
の
成
績
に
お
い
て
、

妊
娠
一
一
六
週
か
ら
一
一
三
週
の
間
の
入
院
で
は
、
周
産
期
予
後
の
良
好

な
改
善
を
認
め
て
い
る
。

子
宮
収
縮
の
抑
制
を
行
な
う
際
に
は
、
外
側
陣
痛
計
の
モ
ニ
タ
ー

の
も
と
に
子
宮
収
縮
抑
制
剤
（
さ
８
］
言
ｎ
口
閃
①
言
の
）
を
用
い
る
。
現

在
わ
が
国
で
使
用
可
能
な
薬
剤
は
、
瓦
１
畳
日
已
二
（
の
イ
ソ
ス
プ
リ

ン
（
ズ
フ
ァ
ジ
ラ
ン
）
と
リ
ト
ド
リ
ン
（
ウ
テ
メ
リ
ン
）
が
中
心
で

あ
る
が
、
そ
の
他
の
芹
・
８
］
】
国
、
品
の
ョ
の
と
し
て
硫
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
や
Ｑ
拮
抗
剤
が
併
用
さ
れ
る
。
現
在
有
効
性
が
高
く
汎
用
さ
れ
て

い
る
の
は
リ
ト
ド
リ
ン
で
あ
る
。
投
与
の
母
体
側
の
禁
忌
と
し
て
は
、

心
臓
弁
膜
症
、
心
筋
症
、
高
血
圧
症
な
ど
の
循
環
器
疾
患
な
ら
び
に

腎
疾
患
が
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
胎
児
側
の
禁
忌
と
し
て
子
宮
内
発
育
遅

延
、
Ｒ
Ｈ
不
適
合
妊
娠
、
胎
児
仮
死
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
投
与
方

法
は
リ
ト
ド
リ
ン
五
○
皿
／
ア
ン
プ
ル
を
五
％
ブ
ド
ウ
糖
液
五
○
○

Ｍ
に
溶
解
し
点
滴
静
注
す
る
。
そ
の
際
一
滴
が
○
・
○
五
Ｍ
の
輸
液

セ
ッ
ト
で
は
一
分
間
に
一
○
滴
で
溶
液
量
○
・
五
Ｍ
／
伽
、
注
入
薬

量
五
○
岨
／
伽
と
な
る
。
イ
ン
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
ポ
ン
プ
を
使
用
す
る

場
合
は
こ
の
換
算
は
必
要
な
い
。
一
般
的
に
は
一
○
○
肥
／
川
か
ら

投
与
を
開
始
し
、
子
宮
収
縮
な
ら
び
に
全
身
状
態
に
応
じ
て
注
入
量

を
適
宜
調
節
す
る
。
｜
般
的
な
最
高
投
与
量
は
三
○
○
肥
／
ｍ
で
あ

る
。
投
与
に
長
時
間
か
か
る
場
合
は
仰
臥
位
低
血
圧
に
注
意
し
、
半

座
位
ま
た
は
側
臥
位
の
方
が
望
ま
し
い
。
子
宮
収
縮
や
胎
児
心
迫
数
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を
連
続
的
に
監
視
し
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て
量
の
調
節
を
行
な
う
。

特
に
母
体
循
環
器
系
の
異
常
（
低
血
圧
、
頻
脈
、
肺
水
腫
な
ど
）
に

注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
長
期
投
与
の
際
に
は
電
解
質

の
変
動
（
カ
リ
ウ
ム
の
低
下
）
、
高
血
糖
、
ケ
ト
ア
シ
ド
ー
シ
ス
に
注

意
を
は
ら
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

リ
ト
ド
リ
ン
の
経
静
脈
投
与
で
十
分
な
子
宮
収
縮
の
抑
制
が
え
ら

れ
た
場
合
は
、
経
口
錠
を
一
回
一
錠
（
五
皿
）
｜
曰
三
回
投
与
に
切

り
替
え
る
。
し
か
し
本
剤
は
の
ず
・
【
ご
曰
后
な
の
で
、
夜
間
に
十
分

な
血
中
濃
度
が
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
を
要
す
る
。
ま

た
経
静
脈
投
与
を
必
要
と
す
る
症
例
は
、
こ
れ
を
経
口
錠
に
変
更
す

る
と
す
ぐ
に
子
宮
収
縮
が
再
開
し
、
な
か
な
か
離
脱
で
き
な
い
症
例

が
多
い
の
も
事
実
で
る
。
硫
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
ｓ
グ
ネ
ゾ
ー
ル
、

コ
ン
ク
ラ
イ
ト
雌
）
は
○
・
五
～
一
・
一
一
ｇ
／
ｈ
の
速
度
で
静
注
し
、

血
中
濃
度
四
～
七
山
／
｜
を
目
標
と
す
る
。

胎
児
情
報
の
把
握
は
タ
ー
ミ
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
時
期
や
方
法
を
決
め

る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
、
胎
児
発
育
お
よ
び
成
熟
度
の
判
定
と
胎

児
仮
死
の
早
期
発
見
が
重
要
で
あ
る
。
前
者
は
超
音
波
断
層
法
に
よ

る
胎
児
計
測
お
よ
び
行
動
の
観
察
、
羊
水
中
の
肺
表
面
活
性
物
質
の

確
認
な
ど
が
必
要
と
な
る
。
後
者
は
Ｎ
Ｓ
Ｔ
な
ど
の
胎
児
心
迫
連
続

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
中
心
と
な
る
が
、
最
近
は
パ
ル
ス
ド
プ
ラ
ー
法
に

よ
る
胎
児
血
流
測
定
の
有
用
性
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

感
染
の
予
防
の
た
め
の
抗
生
剤
の
予
防
投
与
の
有
用
性
に
関
し
て

は
未
だ
議
論
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
比
較
的
羊
水
移
行
が
よ

く
、
母
胎
に

安
全
な
薬
剤

と
し
て
Ｃ
Ｍ

Ｚ
、
Ｌ
Ｍ
Ｏ

Ｘ
、
Ｃ
Ｔ
Ｘ

な
ど
が
報
告

き
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
子

宮
頚
管
内
ス

ワ
ブ
、
羊
水

培
養
で
起
炎

菌
が
判
明
し

た
場
合
は
そ

れ
を
参
考
に

薬
剤
を
選
択

す
る
が
、
こ

の
際
母
児
へ

の
安
全
性
、

新
生
児
に
お

け
る
菌
交
代

現
象
に
注
意

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

切迫早産治療の臨床的条件表４ (千村ら，1980）

治療条件

１．妊娠週数20～37週未満。

２．児予想体重2,5009以下で、胎児は生存し、奇形がない。その他、重症な胎児

合併症(胎児感染など)がない。

３．異常出血(胎盤早期剥離、前置胎盤)、重症妊娠中毒症、子宮内感染、その他

妊娠継続にとって好ましくない産科的合併症を有しない。頸管無力症、破水、

未治療の尿路感染症など合併症のある時には、治療効果は低い。

４．規則的子宮収縮(10分以下ごとで、３０～60秒持続)、Bishopscore≧５．

tocolysisindex≧２，子宮口開大４cm以内の投与が好ましい。

治療中の中止条件

ｌ各種治療にもかかわらポ子宮収縮継続し、子宮口開大5cm以上に進行する場合。

２．産科的重症合併の出現した場合(出血など)、重症な胎児合併症(胎児切迫仮

死、胎児感染症など)が認められた場合。

３．薬物療法が無効または副作用などが出現した場合は薬物投与を中止する。

０ 



〈
文

１
 最
後
に
本
症
に
よ
る
入
院
期
間
は
長
期
に
わ
た
る
こ
と
も
多
く
、

患
者
は
不
安
や
不
満
が
募
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
患

者
と
共
に
い
く
つ
か
の
到
達
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第

一
目
標
は
妊
娠
二
五
週
の
ク
リ
ア
で
あ
り
、
患
者
に
は
こ
の
期
間
に

到
達
す
れ
ば
赤
ち
ゃ
ん
は
助
か
る
可
能
性
が
出
て
く
る
の
で
ま
ず
こ

こ
ま
で
か
ん
ば
り
ま
し
よ
う
と
説
明
し
て
い
る
ｑ
同
様
に
妊
娠
二
八

週
（
新
生
児
異
常
が
な
け
れ
ば
ほ
と
ん
ど
が
助
か
る
時
期
×
妊
娠
一
一
一

二
週
（
ほ
と
ん
ど
の
例
が
自
分
で
呼
吸
で
き
人
工
換
気
を
必
要
と
し

な
い
時
期
）
、
妊
娠
三
五
週
（
ほ
と
ん
ど
の
例
が
哺
育
器
に
は
い
る
こ

と
が
な
く
入
院
ベ
ビ
ー
と
な
る
可
能
性
が
少
な
く
な
る
時
期
）
、
妊
娠

三
六
週
（
ほ
と
ん
ど
満
期
産
と
変
わ
ら
な
い
予
後
が
期
待
で
き
る
時

期
）
と
順
次
到
達
目
標
を
高
め
て
い
く
が
、
こ
れ
は
患
者
に
と
っ
て

非
常
に
励
み
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。

☆
予
後

一
般
に
切
迫
早
産
の
治
療
奏
効
例
は
、
全
例
が
子
宮
口
開
大
四
ｍ

未
満
で
あ
り
、
８
８
］
］
囚
の
一
己
の
〆
が
六
以
上
の
症
例
は
全
例
早
産
に

い
た
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
予
後
か
ら
み
た
治
療
限
界
は
子
宮

口
開
大
四
ｍ
以
下
、
展
退
度
五
○
～
七
○
％
以
下
、
子
宮
収
縮
一
○

口
開
大
四
ｍ
以
下
、

分
間
に
一
～
二
回
、

］
○
営
口
の
○
口
］
・
三
●
。
Ｏ
・
“
○
す
の
庁
の
再
】
８
』
口
の
Ｃ
の
Ｏ
威
○
伶
頁
の
（
の
Ｈ
日
ロ
①
｝
ゴ
ー

献
、’

展
退
度
五
○
～
七
○
％
以
下
、
子
官

庁
ｏ
８
々
の
］
の
旨
旦
の
〆
五
以
下
で
あ
る
。

（
旭
川
医
科
大
学
産
科
婦
人
科
学
講
座
）

の
Ｈ
旨
・
○
］
旨
・
○
す
の
庁
の
（
・
○
『
ロ
の
◎
。
｝
・
』
い
》
忌
》
こ
こ
。

②
Ｏ
【
の
囚
望
》
幻
・
【
・
》
の
ど
の
【
の
ロ
】
【
ｏ
Ｈ
ｐ
の
＆
＆
后
の
ご
○
昌
自
の
○
口
の

□
［
の
庁
の
国
口
亘
耳
面
・
○
］
】
ロ
・
○
ず
の
芹
の
（
・
の
ご
ロ
の
Ｄ
Ｃ
］
・
謡
い
＄
口
』
房
つ
。

③
竹
村
喬
、
他
“
早
産
の
産
科
的
背
景
と
そ
の
予
防
。
産
婦
実
際
三
一
血

四
五
三
、
一
九
八
一
一
。

側
厚
生
省
母
児
研
究
班
恥
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
婦
管
理
に
関
す
る
研
究
報
告

書
、
一
九
八
五
。

⑤
団
目
目
、
日
庁
の
Ｐ
【
・
目
口
の
Ｈ
ｇ
の
Ｈ
》
二
．
恥
目
○
丙
○
一
】
の
①
‐
冒
口
の
〆
・
冒
率

も
の
国
ロ
呉
四
一
の
言
の
日
日
□
団
・
・
「
〉
因
の
ｍ
・
ぐ
○
口
目
・
三
『
・
ロ
巨
口
の
ロ
ー
ロ
ロ
ロ
の
①
ロ

ロ
ロ
ロ
ロ
・
の
ロ
］
言
い
》
の
ｑ
の
．
》
目
冨
の
日
の
『
の
Ｈ
一
回
い
の
三
詳
胸
四
円
》
］
召
一
・

㈹
千
村
哲
朗
卵
子
宮
収
縮
抑
制
の
基
礎
と
臨
床
Ｉ
ト
コ
ラ
イ
シ
ス
の
現

状
ｌ
、
二
○
、
一
九
八
六
。

ｎ
千
村
哲
朗
”
子
宮
収
縮
の
抑
制
。
第
二
八
回
北
日
本
産
婦
人
科
学
会

北
日
本
連
合
地
方
部
会
特
別
講
演
要
旨
、
一
九
八
○
。

⑧
囚
Ｏ
耳
の
Ｈ
》
用
・
”
固
く
囚
］
目
【
】
○
口
。
｛
の
巨
月
の
ｍ
の
曰
可
の
日
日
の
胃
。
【

庁
ｐ
Ｈ
の
具
の
已
口
、
ロ
Ｈ
の
日
囚
冨
局
の
一
口
す
。
Ｈ
す
】
す
の
画
日
日
］
臼
】
、
Ｑ
目
、
の
・
し
白
・
］
・

○
す
の
（
の
（
・
の
ご
ロ
の
０
。
］
・
眉
『
卵
一
ｍ
い
］
や
『
『
．

1０ 
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